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2025年11月1日～11月30日

11:05 12:25
14:25 15:45
17:45 19:05
20:05 21:25

8:55 10:10
7:20 8:40

12:15 13:40
15:35 17:00
17:55 19:25
19:55 21:20

9:00 10:25
6:50 8:15
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総
会
で
は
、
副
会
頭
に
中

西
健け

ん

一い
ち

郎ろ
う

氏
＝
㈲
中
西
一
郎

商
店
・
代
表
取
締
役
社
長
、

渡わ
た
な
べ
の
ぼ
る

邉
昇
氏
＝
㈱
ワ
タ
ナ
ベ
・

代
表
取
締
役
、
上か

み

田だ

裕ゆ
う

子こ

氏

＝
ま
る
か
商
事
㈱
・
代
表
取

締
役
を
選
任
し
ま
し
た(

い

ず
れ
も
新
任)

。
ま
た
、
常

議
員
26
人
と
監
事
３
人
を
選

任
し
、
さ
ら
に
会
頭
指
名
議

員
19
人
の
委
嘱
を
承
認
。
専

務
理
事
に
は
、
柏
木
祥
二
氏

を
再
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
い
ず
れ
も
２
０

２
５
年
11
月
１
日
か
ら
２
０

２
８
年
10
月
31
日
ま
で
で
す
。

堀田会頭は名誉会頭に

境港商工会議所の新役員決まる
三輪陽通・新会頭が誕生

　

境
港
商
工
会
議
所
は
10
月
24
日
、
新
議
員
総
会
を
開
催
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
、
境
港
商
工
会
議
所
の
向
こ

う
３
年
間
を
担
う
新
役
員
陣
容
を
決
定
し
ま
し
た
。
同
総
会

で
、副
会
頭
の
三み

輪わ

陽は
る

通み
ち

氏
＝
三
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
・

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
会
頭
に
就
任
。
会
頭
の
堀
田
收し

ゅ
う

氏
＝

㈱
ウ
ミ
ラ
イ
・
代
表
取
締
役
社
長
は
名
誉
会
頭
に
、
足
立
統と

う

一い
ち

郎ろ
う

名
誉
会
頭
は
名
誉
顧
問
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
正
副
会
頭
、
専
務
理
事
以

外
の
役
員
の
皆
さ
ん
は
、
次

の
通
り(

敬
称
略)

。

 

常
議
員

▽
足
立
收
平(

㈱
平
設
計
・

代
表
取
締
役)

▽
石
黒
修
一

(
㈱
鳥
取
銀
行
境
港
支
店
・

支
店
長)
▽
岩
木
佑
二(

㈲
末

広
ド
ラ
イ
・
代
表
取
締
役
会

長)

▽
岩
田
慎
介(
㈱
福
栄
・

取
締
役
会
長)

▽
岡
空
晴
夫

(

千
代
む
す
び
酒
造
㈱
・
代

表
取
締
役
社
長)

▽
門
永
康

一
郎(

㈱
昭
和
船
具
店
・
代

表
取
締
役)

▽
門
永
幹
朗(

㈱

門
永
水
産
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
川
端
収(

㈱
カ
ワ
バ
タ

印
刷
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
木
下
辰
男(

㈱
木
下
建
設
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
木
村

美
樹
雄(

㈱
海
産
物
の
き
む

ら
や
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
黒
川
勝
則(

山
陰
ア
シ
ッ
ク

ス
工
業
㈱
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
小
板
裕(

サ
ン
ス
イ
土

地
建
物
㈱
・
会
長)

▽
越
河

彰
統(

日
本
海
冷
凍
魚
㈱
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
清
水

俊
和(

Ｎ
Ｘ
境
港
海
陸
㈱
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
庄
司

尚
史(

　
第
弐
商
会
・
会
長)

▽
友
田
博(

友
田
セ
ー
リ
ン

グ
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
橋
津
寛(

共
和
水
産
㈱
・

代
表
取
締
役
社
長
執
行
役

員)

▽
廣
瀨
信
彦(

鳥
取
缶
詰

㈱
・
代
表
取
締
役)

▽
堀
田

剛(

㈱
ウ
ミ
ラ
イ
・
取
締
役)

▽
又
賀
航
一(

㈱
日
新
・
代
表

取
締
役
会
長)

▽
松
本
正(

境

港
土
建
㈱
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
宮
本
隆
史(

㈱
大
新
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
森
脇

哲
雄(

大
幸
㈱
・
代
表
取
締

役
社
長)

▽
山
﨑
慎
也(

㈱
や

ま
さ
き
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
山
田
裕
介(

㈱
山
陰
合
同

銀
行
境
港
支
店
・
支
店
長)

▽
山
本
貴
弘(

境
港
魚
市
場

㈱
・
代
表
取
締
役
社
長)

 

監
事

▽
岡
田
昭
夫(

㈲
岡
田
商
店
・

代
表
取
締
役
会
長)

▽
山
本

博
敏(

山
本
博
敏
税
理
士
事

務
所
・
所
長)

▽
黒
見
泰
之

(

㈱
さ
か
い
み
な
と
貿
易
セ

ン
タ
ー
・
専
務
取
締
役)

堀田收 名誉会頭

三輪陽通 会頭

中西健一郎 副会頭

渡邉昇 副会頭

上田裕子 副会頭

　
改
選
に
伴
い
、
選
出
さ
れ

た
議
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
通

り
で
す(

敬
称
略)

。
任
期
は

い
ず
れ
も
２
０
２
５
年
11
月

１
日
か
ら
２
０
２
８
年
10
月

31
日
ま
で
。

▽
足
立
祥(

足
立
燃
料
㈲
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
飯
塚

弘
衛(

米
子
空
港
ビ
ル
㈱
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
池
田

太
一(
㈱
リ
ン
ク
ス
・
代
表

取
締
役
社
長)

▽
池
田
正
宏

(

㈱
島
根
銀
行
境
支
店
・
支

店
長)

▽
板
倉
一
晃(
㈲
板
倉

博
商
店
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
岩
本
秀
熙(

㈱
錦
海
化

成
・
代
表
取
締
役)

▽
上
野

慶(

㈱
上
野
水
産
・
代
表
取

締
役
社
長)

▽
浦
川
英
敏(

㈱

あ
お
い
総
合
設
計
・
代
表
取

締
役)

▽
遠
藤
健
司(

㈱
ケ
ン

ズ
ホ
ー
ム
・
代
表
取
締
役
会

長)

▽
岡
田
輝
昭(

㈱
岡
田
商

店
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽

梶
谷
肇(

北
陽
冷
蔵
㈱
・
代

表
取
締
役)

▽
片
岡
敏
一(

㈱

カ
タ
セ
イ
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
加
藤
常
明(

境
港
魚
凾

㈱
・
取
締
役
副
社
長)

▽
川

口
利
之(

㈲
川
口
商
店
・
代

表
取
締
役)

▽
北
野
実(

㈲

北
野
建
設
工
業
・
代
表
取
締

役)

▽
喜
多
村
実(

㈲
北
陽
水

産
・
代
表
取
締
役)

▽
木
村

光
哉(

㈱
き
さ
ら
ぎ
・
代
表

取
締
役
社
長)

▽
熊
谷
主
拡

(
㈲
橋
本
工
業
所
・
代
表
取

締
役)
▽
小
倉
雅
司(

㈲
小
倉

水
産
食
品
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
小
藤
善
之(

米
子
信
用

金
庫
境
港
支
店
・
支
店
長)

▽
酒
井
英(

㈱
酒
井
商
店
・

代
表
取
締
役)

▽
篠
田
佳
夫

(

マ
ル
コ
フ
ー
ズ
㈱
・
代
表
取

締
役
社
長)

▽
島
谷
憲
司(

㈱

島
谷
水
産
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
杉
本
真
吾(

㈱
港
タ
ク

シ
ー
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
杉
山
孝
志(

㈲
杉
山
実
業
・

代
表
取
締
役)

▽
瀧
下
寿
夫

(

大
海
通
産
㈱
・
取
締
役
部

長)

▽
田
中
幸
雄(

㈱
タ
ナ
カ

技
建
・
代
表
取
締
役)

▽
鶴

岡
比
呂
志(

弓
ヶ
浜
水
産
㈱
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
赫
太

郎(

甲
陽
ケ
ミ
カ
ル
㈱
境
港

工
場
・
代
表
取
締
役
会
長)

▽
中
田
耕
治(

㈲
中
田
石
材

工
作
所
・
代
表
取
締
役)

▽

名
倉
誠(

㈱
さ
ん
れ
い
フ
ー

ズ
境
港
工
場
・
工
場
長)

▽
野

津
健
市(

美
保
テ
ク
ノ
ス
㈱
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
秦
野

博
行(

東
亜
青
果
㈱
・
代
表

取
締
役
社
長)

▽
濱
田
正
道

(

㈱
シ
ン
セ
イ
・
代
表
取
締

役
会
長)

▽
平
岡
克
成(

Ｎ
Ｘ

境
港
物
流
㈱
・
代
表
取
締
役

社
長)
▽
平
田
阜
士(

㈱
平
田

組
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽

廣
江
晃(
　
こ
う
ほ
う
え
ん
・

理
事
長)

▽
廣
瀨
康
彦(

㈱
大

昇
食
品
・
代
表
取
締
役)

▽
福

島
光
春(

山
陰
化
成
工
業
㈱
・

専
務
取
締
役)

▽
藤
原
誠(

Ｎ

Ｘ
日
本
海
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

㈱
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽

堀
江
則
夫(

大
海
㈱
・
取
締

役
部
長)

▽
松
田
直
彦(

海
上

石
油
㈲
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
宮
永
誠
治(

㈱
葬
仙
・
代

表
取
締
役
社
長)

▽
三
輪
昌

輝(

三
光
㈱
・
代
表
取
締
役

社
長)

▽
森
脇
尊
昭(

㈲
森
脇

自
動
車
・
代
表
取
締
役)

▽

森
脇
良
文(

境
港
セ
ン
タ
ー

冷
蔵
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
山
口
尚
文(

山
進
運
輸
㈱
・

代
表
取
締
役)

▽
山
根
宏
典

(

㈱
ヤ
マ
ネ
産
機
・
代
表
取

締
役
社
長)

▽
吉
岡
俊
介(

㈱

オ
ー
ク
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
渡
部
直
哉(

中
浦
食
品
㈱
・

統
括
部
長)

(

会
頭
指
名
議
員
・
参
与
の
皆

さ
ん
は
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載)

今
期
就
任
し
た
議
員
の
皆
さ
ん

境
港
商
議
所 

議
員
改
選

福福

資資

境港市民音楽祭
開　催　日　程
11月８日㈯・９日㈰
11月15日㈯・16日㈰
11月22日㈯・23日㈰
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日本海の新鮮なカニを独自の

製法でバラエティー豊かに
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境港水産振興協会

水
産
庁
長
官 

藤
田
氏
招
き
講
演
会

海
業
に
つ
い
て
理
解
深
め
る

　

(

一
社)

境
港
水
産
振
興
協
会(

江
尻
敏
美
会
長)

は
９
月
26

日
、
水
産
庁
の
藤
田
仁ひ

と

司し

長
官
を
招
き
「
水
産
業
の
将
来
像

に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
。
漁
港
や
周
辺
の
産

業
を
活
性
化
す
る
海う

み
ぎ
ょ
う業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
同
講
演
会
は
、
県
営
境
港

水
産
物
地
方
卸
売
市
場
の
大

研
修
室(

昭
和
町)

で
開
催
。

鳥
取
県
港
湾
・
漁
港
協
会

(

会
長
＝
伊
達
憲
太
郎
境
港

市
長)

も
共
催
し
、
水
産
関

　ＮPO法人元気みなとは、9月27日・28日の２日間、
青函連絡船メモリアルシップ八甲田丸周辺(青森市)で
開催された第16回みなとオアシスSea級グルメ全国大
会inあおもりに出展しました。
　今回、みなとオアシス境港の代表として出展した「燻
製境港サーモンを使った海鮮いぶし丼」は、６人の元
気みなとのメンバーに加え、国交省境港湾・空港整備
事務所の尾﨑靖所長と、境港市の担当職員２人の奮闘・
協力を得て、２日間ほぼ途切れなく行列が続き、お陰
様で約１２００杯を完売しました。
　私たちは、昨年秋に境港の地で開催された「Sea級
グルメ全国大会」に参加していただいた全国のみなと
オアシスの仲間へのお礼と、遠く青森の地で山陰・境
港の食のＰＲを精一杯することが大きな目的でした。
　とはいえ、図らず
も全国津々浦々のみ
なとオアシス代表の
上位３チーム(グラン
プリは「沼津あじフラ
イたるたるサンド」)
に次ぐ優秀賞を受賞
する運びとなり、チー
ムみなとオアシス境
港の素晴らしい思い出と、良い土産話を持ち帰ること
ができました。
　来年秋は石川県七尾市での開催となりますが、そこ
でもみなとオアシス境港を代表して、Sea級グルメを存
分にＰＲできればと思います。
　資料提供：ＮPO法人元気みなと代表理事 佐名木知信氏

私たちのまちのＳｅａ級グルメ ⑯

優秀賞を受賞した海鮮いぶし丼

青森大会で優秀賞を獲得
― みなとオアシス境港 ―

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、㈲
杉
山
実
業(

京

町)

の
杉
山
孝た

か

志し

社
長
に

伺
い
ま
し
た
。

創業の創業の 39

地域一番の保険代理店に
 杉山実業

頃

　
当
社
は
、
創
業
当
時
は
個

人
商
店
と
し
て
鮮
魚
の
荷
捌さ

ば
き

業(

杉
山
組)

を
営
み
、
併
せ

て
、
保
冷
車
を
所
有
し
て
運

送
業
も
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
当
時
は
、
境
港
に
も

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
よ
う
な
組

織
が
あ
り
、
そ
こ
が
損
害
保

険
の
代
理
店
を
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
動
車
事
故

も
多
く
、
事
故
の
面
倒
を
み

る
人
が
い
な
い
た
め
、
当
社

の
初
代
社
長
で
あ
る
杉
山
正ま

さ

己み

が
事
故
の
担
当
者
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り

「
自
然
と
現
在
の
当
社
の
本

業
と
な
っ
た
」
と
、
生
前
の

初
代
社
長
が
よ
く
話
し
て
い

た
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
１
９
７
２(

昭

和
47)

年
に
会
社
組
織
に
な

り
、
有
限
会
社
杉
山
実
業
と

し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
現
在
は
、
生
損
保
代
理
業

(

生
命
保
険
と
損
害
保
険
の

両
方
を
取
り
扱
う
保
険
代
理

店)

だ
け
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　
最
近
の
代
理
店
は
Ｉ
Ｔ
化

が
進
ん
だ
た
め
、
前
と
は
随

分
変
わ
り
、
何
で
も
パ
ソ
コ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
仕
事
を

す
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
あ
る
大
手
自

動
車
販
売
会
社
の
不
正
事

件
を
受
け
て
、
代
理
店
制

度
の
改
革
も
来
年
度
か
ら

始
ま
る
と
い
う
一
層
き
び

し
い
時
代
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
境
港
市
で
最
も
サ

ー
ビ
ス
が
良
く
、
お
客
さ

ん
や
地
域
社
会
か
ら
信
頼

さ
れ
る
よ
う
に
行
動
し
、

地
域
一
番
の
代
理
店
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、

皆
様
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。(

談)

係
者
ら
約
１
２
０
人
が
聴
講

し
ま
し
た
。

　
講
演
で
藤
田
長
官
は
ま
ず
、

海
洋
環
境
の
変
化
や
国
内
需

要
の
減
少
な
ど
、
水
産
業
の

厳
し
い
現
状
を
解
説
。

　
水
産
政
策
の
新
た
な
展
開

に
つ
い
て
▽
海
洋
環
境
の
急

激
な
変
化
を
的
確
に
と
ら
え

る
資
源
調
査
・
資
源
評
価
の

推
進
▽
海
洋
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
新
た
な
操
業
の
構

築
・
推
進
▽
海
業
の
全
国
展

開
―
な
ど
が
提
言
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
藤
田
長
官
は
海
業
に
つ
い

て
「
漁
村
の
人
々
が
海
や
漁

村
に
関
す
る
地
域
資
源
の
価

値
や
魅
力
を
活
用
し
て
所
得

機
会
の
増
大
な
ど
を
図
る
取

り
組
み
」
と
定
義
。

　
水
産
庁
は
「
海
業
の
推
進

に
取
り
組
む
地
区
」
を
募
集

し
、
こ
と
し
４
月
時
点
で
86

地
区
を
決
定
・
公
表
し
ま
し

た
。
今
後
、
５
０
０
地
区
ま

で
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
藤
田
長
官
は
「
漁
村
で
は
、

全
国
平
均
を
上
回
る
人
口
減

少
や
高
齢
化
が
進
行
し
、
活

力
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
漁
村
の
交
流
人
口
は
約

２
０
０
０
万
人
と
大
き
な
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
」

と
漁
村
・
漁
港
の
可
能
性
を

示
唆
。

　
併
せ
て
「
豊
か
な
自
然
と

漁
村
な
ら
で
は
の
地
域
資
源

の
価
値
や
魅
力
を
い
か
し
た

海
業
の
推
進
に
よ
り
、
地
域

の
所
得
向
上
と
雇
用
機
会
の

確
保
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

し
ょ
う
」
と
海
業
で
の
活
性

化
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
藤
田
長
官
は
ま
た
「
核
に

な
っ
て
一
生
懸
命
に
や
る
人

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

海
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
養
成

と
簡
単
な
事
業
か
ら
ス
タ
ー

ト
で
き
る
よ
う
に
要
件
を
緩

和
し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
海

業
支
援
の
体
制
を
紹
介
。

　
最
後
に
境
港
の
可
能
性
に

つ
い
て
「
何
が
ヒ
ン
ト
に
な

る
か
は
地
元
の
人
が
一
番
よ

く
知
っ
て
い
ま
す
。
境
港
に

は
多
く
の
地
域
資
源
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
い
か
に
有
機

的
に
つ
な
げ
る
か
。
ま
た
、

美
保
神
社
と
の
ス
ト
ー
リ
ー

性
を
持
っ
た
連
携
な
ど
の
切

り
口
を
考
え
る
の
も
良
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

境港にエールを送る藤田仁司長官

　
境
港
商
工
会
議
所
の
改
選

に
伴
い
、
委
嘱
さ
れ
た
会
頭

指
名
議
員
お
よ
び
参
与
の
皆

さ
ん
は
次
の
通
り
で
す(

敬

称
略)

。

　
任
期
は
い
ず
れ
も
２
０
２

５
年
11
月
１
日
か
ら
２
０
２

８
年
10
月
31
日
ま
で
。

 

会
頭
指
名
議
員

▽
魚
谷
宗
司(
㈱
ア
ー
ト
建

工
・
代
表
取
締
役)
▽
岡
村

真
充(

オ
キ
イ
清
掃
㈲
・
専

務
取
締
役)

▽
角
谷
直
樹(
㈱

角
屋
食
品
・
代
表
取
締
役)

▽
門
脇
栄
一(

日
本
庭
園 

由

志
園
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
金
田
孝
成(

カ
ネ
ッ
ク
ス
㈱

・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
木
村

俊
明(

㈲
三
共
物
流
運
輸
・

取
締
役
社
長)

▽
西
郷
克
典

(

㈲
渡
部
・
常
務
取
締
役)

▽

佐
田
山
一
成(

㈲
大
成
商
事
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
佐
藤

浩
延(

同同
境
港
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ワ
ー
・
社
長(

職
務
執
行

者))

▽
佐
名
木
知
信(

㈱
エ

ナ
テ
ク
ス
・
常
務
取
締
役
境

港
支
社
長)

▽
澤
井
聡(

㈱
澤

井
珈
琲
・
取
締
役
経
営
企
画

室
長)

▽
高
尾
佳
孝(

㈲
い
ろ

は
精
肉
本
店
・
代
表
取
締
役)

▽
高
原
秀
樹(

中
国
電
力
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
米
子
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
・
所
長)

▽

田
邊
亮(

　
境
港
福
祉
会
・

理
事
長)

▽
谷
田
真
基(

山
陰

み
ら
い
税税
境
港
事
務
所
・
所

長)

▽
鶴
木
俊
文(

㈱
中
海
テ

レ
ビ
放
送
・
専
務
取
締
役
総

務
部
長)

▽
濱
野
政
和(

味
処

美
佐
同同
・
代
表
社
員)

▽
安

永
義
隆(

㈱
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｅ
・

代
表
取
締
役)

▽
和
田
由
起

子(

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
米

子
営
業
所
・
所
長)

 

参
与

▽
岡
田
端(

㈱
岡
田
商
店
・

元
取
締
役
会
長)

▽
増
谷
立

夫(

㈲
増
谷
慶
一
郎
薬
局
・

会
長)

▽
奥
森
清(

新
和
産
業

㈱
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽

木
村
正
明(

㈱
き
さ
ら
ぎ
・

代
表
取
締
役
会
長)

▽
松
本

正
福(

税税
松
本
会
計
事
務
所

・
代
表
社
員)

境
港
商
議
所 

議
員
改
選

今
期
の
会
頭
指
名
議
員・参
与
の
皆
さ
ん

福福

2
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•

ビジネスマッチング商談・展示会を開催

２１８の企業が出雲に集結
次回開催地は境港・夢みなとタワー

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
も
の
づ
く
り
連
携
事
業
実
行

委
員
会
は
10
月
23
日
、
出
雲
市
総
合
体
育
館 

出
雲
だ
ん
だ

ん
と
ま
と
ア
リ
ー
ナ
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
・
展

示
会
２
０
２
５
in 

出
雲
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
次
回
開
催

地
は
境
港
で
、
会
場
は
夢
み
な
と
タ
ワ
ー(

竹
内
団
地)

で
す
。

　
今
回
で
14
回
目
を
迎
え
た

同
商
談
会
に
は
、
圏
域
内
外

か
ら
２
１
８
社
が
参
加
し
、支

援
メ
ニ
ュ
ー
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

身
近
な
銀
行
か
ら
世
界
へ

―
貴
支
援
グ
ル
ー
プ
と
海

外
展
開
支
援
の
関
係
は
。

　「
当
行
は
、
中
国
・
上

海
と
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の

二
つ
の
海
外
拠
点
を
持
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
南

ア
ジ
ア
各
国
の
銀
行
と
も

提
携
し
て
お
り
、
国
内
外

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
構

　

地
域
に
根
ざ
し
た
銀
行
が
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る

地
元
企
業
の
力
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
「
海
外
展
開
の
ス
ス
メ
」
は
、
㈱
山
陰
合
同
銀
行
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
部
営
業
店
支
援
グ
ル
ー
プ
の
清
水
豊ゆ

た
か

さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

築
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
営

業
店
支
援
グ
ル
ー
プ
は
、
そ

う
し
た
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
地
域
の
営
業
店
を
つ
な
ぐ

〝
橋
渡
し
役
〟
を
担
っ
て
い

ま
す
」

―
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

　「
海
外
拠
点
で
は
、
現
地

の
投
資
環
境
や
法
規
制
の
情

報
提
供
を
は
じ
め
、
市
場
調

査
や
商
談
会
の
開
催
、
販
路

・
調
達
先
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

さ
ら
に
お
客
様
の
渡
航
時
の

ア
テ
ン
ド
ま
で
幅
広
く
対
応

し
て
い
ま
す
。
企
業
の
皆
様

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
柔
軟

に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
」

―
企
業
か
ら
は
ど
の
よ
う
な

相
談
が
あ
り
ま
す
か
。

　「
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
関
心

が
非
常
に
高
く
、
と
り
わ
け

最
近
は
ベ
ト
ナ
ム
に
関
す
る

ご
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

販
路
開
拓
や
原
材
料
の
輸
入

に
関
す
る
ご
要
望
が
多
く
、

当
行
が
契
約
し
て
い
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
専
門
機

関
と
連
携
し
て
、
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
」

―
企
業
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　「
海
外
進
出
は
、
企
業
が

創
業
期
を
経
て
事
業
が
成
熟

し
、
さ
ら
に
成
長
を
目
指
す

段
階
で
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ

で
す
。
ぜ
ひ
世
界
に
目
を
向

け
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

山
陰
地
域
最
大
級
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
と
し
て

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

　
開
会
式
で
は
、
実
行
委
員

長
の
瀧
川
一か

ず

　や弥
・
出
雲
商
工

会
議
所
工
業
部
会
長
が
挨
拶

し
、
圏
域
内
企
業
が
連
携
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
。

ま
た
、
開
催
地
を
代
表
し
て

出
雲
市
の
飯
塚
俊と

し

之ゆ
き

市
長
が

祝
辞
を
述
べ
、
圏
域
全
体
で

の
取
り
組
み
の
意
義
を
訴
え

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
計
４
２
９
件
の

商
談
を
実
施
。
一
社
あ
た
り

平
均
３
・
35
件
と
前
年
を
上

回
る
活
発
な
商
談
が
展
開
さ

れ
、
参
加
企
業
の
自
社
製
品

や
技
術
の
積
極
的
な
提
案
で
、

会
場
全
体
に
熱
気
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
機
械

系
・
食
品
系
・
Ｉ
Ｔ
関
連
企

業
な
ど
、
57
社
が
出
展
し
、

来
場
者
に
向
け
て
技
術
力
や

製
品
の
魅
力
を
直
接
ア
ピ
ー

ル
。
一
般
来
場
者
や
バ
イ
ヤ

ー
企
業
と
の
交
流
を
通
じ
て

新
た
な
連
携
や
取
引
の
き
っ

か
け
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
次
回
は
、
２
０
２
６
年
10

月
に
夢
み
な
と
タ
ワ
ー(

竹

内
団
地)

で
の
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
岡
空
晴
夫
・
境
港
商
工
会

議
所
工
業
部
会
長
は
「
境
港

の
特
色
を
活
か
し
、
食
品
を

中
心
に
日
本
全
国
か
ら
多
く

の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
き
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
な
る

活
発
に
商
談
す
る
参
加
企
業
＝
10
月
23
日
、出
雲
市
総
合
体
育
館

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
会
員
企
業
の
エ
ン
ト

リ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
う
え
で
課
題

と
な
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

働き方改革サポートオフィス鳥取

センター長 長谷川誠氏

寄稿 働き方改革の要点④
ま
す
。
当
行
も
、
そ
の
第

一
歩
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
世
界
各
国
に
広
が
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
大
き
な
可

能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
今

後
、
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ン
タ
ー
で
も
地
域

の
銀
行
と
連
携
し
た
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

止
に
つ
い
て
留
意
点
を
紹
介

し
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
職

場
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
行

為
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
法
律

で
事
業
主
が
防
止
措
置
を
講

じ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
　
職

場
で
の
優
越
的
な
関
係
を
背

景
と
し
た
言
動
で
、
業
務
上

必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超

え
て
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る

行
為

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
　
性
的
な
言
動
へ
の
対
応

で
労
働
者
が
不
利
益
を
受
け

た
り
、
性
的
な
言
動
で
就
業

環
境
が
害
さ
れ
る
行
為

マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
妊
娠
、
出
産
し
た
こ
と
や

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
し
た

こ
と
に
よ
る
不
利
益
な
取
り

扱
い
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
、
就

業
環
境
が
害
さ
れ
る
行
為

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

影
響
と
問
題
点

　
職
場
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

発
生
す
る
場
合
▽
意
欲
の
低

下
に
よ
る
職
場
環
境
の
悪
化

や
職
場
全
体
の
生
産
性
の
低

下
▽
被
害
者
の
健
康
状
態
の

悪
化
、
離
職
、
休
職(

キ
ャ

リ
ア
の
中
断)

▽
社
会
的
評

価
の
低
下
と
営
業
機
会
の
損

失
―
と
い
っ
た
悪
影
響
が
生

じ
ま
す
。

　
併
せ
て
、
行
為
者
に
対
し

て
は
民
事
上
の
損
害
賠
償
や

刑
事
罰
が
、
企
業
に
対
し
て

は
安
全
配
慮
義
務
違
反
に
伴

う
賠
償
責
任
や
企
業
イ
メ
ー

ジ
の
低
下
と
い
っ
た
問
題
も

生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
策

　
職
場
に
お
い
て
事
業
主
が

講
ず
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
措
置
は

▽
事
業
主
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
に
対
す
る
方
針
の
明
確

化
と
規
定
の
整
備
▽
相
談
体

制
の
整
備
と
研
修
の
実
施
▽

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
発
生
時
の
迅

速
か
つ
適
切
な
対
応
▽
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
や
相
談
に

対
す
る
不
利
益
禁
止
な
ど
の

措
置
―
で
す
。

　
近
年
、
職
場
に
お
け
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
お
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
存
在
す
る
職
場
は
忌
避

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
対
策
を
進
め
る
こ
と

は
、
労
働
者
の
尊
厳
と
安
全

を
守
り
、
健
康
被
害
を
防
止

し
、
職
場
の
信
頼
と
生
産
性

を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠

な
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、

人
材
の
確
保
定
着
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
も
必
要
な
課
題

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

海外展開支援を強化する
山陰合同銀行本店
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相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　時

11月の相談会スケジュール

11月11日㈫ 午後1時～4時

11月12日㈬ 午後1時～4時

11月20日㈭ 午後1時～4時

ち
ょ
っ
と拝 見

ごっつお神楽
ホールディングス

山
陰
各
地
で
多
店
舗
展
開

ラ
ー
メ
ン
を
ご
ち
そ
う
に

　
㈱
ご
っ
つ
お
神
楽
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス(

竹
内
団
地
、
吉

岡
功
司
社
長)

は
、
山
陰
各
地
で
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー

を
持
つ
ラ
ー
メ
ン
店
を
経
営
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」

は
同
社
の
事
業
展
開
を
紹
介
し
ま
す
。

　
吉
岡
社
長
は
、
東
京
農
業

大
学
卒
業
後
、
㈱
氷
温
研
究

所(

米
子
市)

に
就
職
。
そ
の

後
、
三
朝
町
商
工
会
の
職
員

に
な
り
、
和
食
料
理
人
の
千

久
馬
亮
平
さ
ん
と
出
会
い
ま

す
。

　「
ラ
ー
メ
ン
を
ご
ち
そ
う

と
し
て
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
千
久
馬
さ
ん
の
思
い

に
共
鳴
し
て
、
牛
骨
ベ
ー
ス

の
ご
っ
つ
お
ラ
ー
メ
ン
で
屋

台
販
売
を
開
始
し
た
千
久
馬

さ
ん
に
協
力
。

　
そ
の
後
、
千
久
馬
さ
ん
は

「
ご
っ
つ
お
ラ
ー
メ
ン
1
号

店
」
を
開
店
し
ま
し
た
が
、

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
吉
岡
社
長
は
同
店

を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
し
、
倉

吉
市
な
ど
で
数
店
の
経
営
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
最
近
に
な
り
、
境
港
を
中

心
に
「
拉
麺
屋
神か

楽ら
く

」
を
展

開
し
て
い
た
会
社
か
ら
の
依

頼
で
、
同
店
と
セ
ン
ト
ラ
ル

キ
ッ
チ
ン
の
経
営
を
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

時
は
、
神
楽
ブ
ラ
ン
ド
が
７

店
舗
、
ご
っ
つ
お
ラ
ー
メ
ン

ブ
ラ
ン
ド
が
５
店
舗
で
し
た
。

現
在
は
、
６
ブ
ラ
ン
ド
・
18

店
舗
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
店
舗
は
全
て
自

社
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
本
社
に

併
設
す
る
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ

チ
ン
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
店

の
麺
、
ス
ー
プ
、
タ
レ
や
チ

ャ
ー
シ
ュ
ー
な
ど
の
具
材
を

作
り
各
店
舗
に
配
送
し
て
い

ま
す
。

　
吉
岡
社
長
は
、
新
し
い
商

品
づ
く
り
に
も
積
極
的
で
す
。

　「
ラ
ー
メ
ン
の
一
杯
に
境
港

の
魅
力
を
詰
め
込
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ラ

ー
メ
ン
を
食
べ
に
全
国
か
ら

境
港
に
来
て
も
ら
い
た
い
の

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
味
を

世
界
に
も
知
ら
せ
た
い
。
た

だ
い
ま
、
ア
イ
デ
ア
を
求
め

て
い
ま
す
。
面
白
い
食
材
や

会
社
が
あ
れ
ば
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る
吉

岡
社
長
。

　
ま
た
「
ラ
ー
メ
ン
を
通
し

て
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
36

―
８
８
３
３)

ま
で
。

 11月　６日間にわたり演奏やダンス

48団体が出演 境港市民音楽祭

　
境
港
市
民
音
楽
祭
が
11 

月
８
日
か
ら
23
日
ま
で
の
６

日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
昨
年
に
続
き
３
回
目
で

す
。
主
催
は
、
境
港
市
民
音

楽
祭
実
行
委
員
会(

事
務
局

＝
境
港
文
化
振
興
財
団
内)

。

公
募
で
集
ま
っ
た
境
港
を
中

心
と
す
る
48
団
体
が
演
奏
や

ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
す
。

　
同
音
楽
祭
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

 

吹
奏
楽
・
器
楽
・
合
唱

日
時
　
11
月
８
日
㈯
　
▽
開

場
＝
午
後
１
時
▽
開
演
＝
午

後
１
時
30
分

会
場
　
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー(

み
な
と
テ
ラ
ス
・
境

港
市
上
道
町)

 

器
楽
・
声
楽
・
バ
レ
エ

日
時
　
11
月
9
日
㈰
　
▽
開

場
＝
午
後
１
時
▽
開
演
＝
午

後
１
時
30
分

会
場
　
み
な
と
テ
ラ
ス

 

合
唱

日
時
　
11
月
15
日
㈯
　
▽
開

場
＝
午
後
１
時
▽
開
演
＝
午

後
１
時
30
分

会
場
　
境
港
市
文
化
ホ
ー
ル

(

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ガ
ー
デ
ン
、

中
野
町)

 

器
楽
・
日
本
舞
踊

日
時
　
11
月
16
日
㈰
　
▽
開

場
＝
午
後
１
時
▽
開
演
＝
午

後
１
時
30
分

会
場
　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ガ
ー

デ
ン

 

軽
音
楽
・
ダ
ン
ス

日
時
　
11
月
22
日
㈯
　
▽
開

場
＝
午
後
１
時
▽
開
演
＝
午

後
１
時
30
分

会
場
　
み
な
と
テ
ラ
ス

 

軽
音
楽
・
ダ
ン
ス

日
時
　
11
月
23
日
㈰
　
▽
開

場
＝
午
後
１
時
▽
開
演
＝
午

後
１
時
30
分

会
場
　
み
な
と
テ
ラ
ス

　
チ
ケ
ッ
ト
は
、
６
日
間
通

し
で
全
席
自
由
。
一
般
が
５

０
０
円(

税
込)

、
高
校
生
以

下
は
無
料
で
す
。
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ガ
ー
デ
ン
と
み
な
と
テ

ラ
ス
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局(

☎
44
―
１
０
０

０)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
米
子

支
店(

米
子
市
加
茂
町)

と

境
港
商
工
会
議
所
は
、
融
資

相
談
会
「
一
日
公
庫
」
を
11

月
21
日
に
開
催
。
同
公
庫
米

子
支
店
の
担
当
者
が
境
港
商

工
会
議
所
に
出
向
い
て
、
融

資
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
に
決
算
書
な
ど
の
資

料
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
よ
り
迅
速
に
融
資
の
審

査
結
果
を
連
絡
で
き
ま
す

(

面
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

後
日
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す)

。
　
一
日
公
庫
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
21
日
㈮
　
午
前

10
時
～
午
後
３
時(

予
約
が

必
要)

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所
会

議
室(

境
港
市
上
道
町)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

、
ま
た
は
日
本
政
策

金
融
公
庫
米
子
支
店(

☎
34

―
５
８
２
１)

へ
。

11月21日開催

融資相談会 一日公庫
日本公庫と境港商議所

１
時
間
が
１
０
３
０
円
に

10
月
４
日
か
ら
発
効

鳥 取 県
最低賃金

　
鳥
取
県
最
低
賃
金
は
、
10

月
４
日
か
ら
時
間
額
が
１
０

３
０
円
に
な
り
ま
し
た
。
同

最
低
賃
金
は
、
正
社
員
、
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
の
雇
用
形
態
に
関
わ

ら
ず
、
県
内
の
事
業
場
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
労
働
条

件
の
確
保
や
改
善
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
最
低
賃
金
に
は
▽
精
皆
勤

手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
▽
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
▽
１
カ
月
を
超
え
る
期
間

ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
▽

時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
及

び
深
夜
労
働
の
割
増
賃
金
―

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室(

☎
０

８
５
７
―
29
―
１
７
０
５)

、

ま
た
は
米
子
労
働
基
準
監
督

署(

☎
34
―
２
２
３
１)

ま
で
。

－ 境港商議所 －

毎月１回開催

各種個別相談会

　
境
港
商
工
会
議
所
は
市
内

事
業
者
に
向
け
て
、
各
種
の

個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す(

秘
密
厳
守
、
相
談
料

無
料)

。
会
場
は
、
い
ず
れ

も
境
港
商
工
会
議
所
・
経
営

支
援
室(

上
道
町)

で
す
。

　
各
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
経
営
相
談

会
　
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
と
協
力
し
て
、
毎
月
第
２

火
曜
日
に
経
営
相
談
会
を
開

催(

開
催
日
の
２
日
前
ま
で

の
予
約
が
必
要)

。
経
営
上
の

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま
す

知
財
無
料
相
談
会
　
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知
財
総
合
支
援

窓
口
の
協
力
を
得
て
、
毎
月

第
２
水
曜
日
に
開
催(

開
催

日
前
日
午
前
中
ま
で
の
予
約

が
必
要)

。
知
的
所
有
権
に

関
す
る
様
々
な
相
談
に
対
応

事
業
承
継
個
別
相
談
会
　
境

港
市
、
鳥
取
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協

力
し
て
、
事
業
承
継
相
談
会

を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催

(

開
催
日
前
日
ま
で
の
予
約

が
必
要)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ラ
ー
メ
ン
の
ス
ー
プ
鍋
を
確
認
す
る
吉
岡
功
司
社
長

4



（ジョブ産雇）鳥取事務所
〒680-0835　鳥取市東品治町102　鳥取駅前ビル3階 
TEL 0857-20-1500　　FAX 0857-20-1502 

離職する従業員の再就職をサポート
人材を確保したい企業に対するサポート
「キャリア人材バンク」で高齢者の再就職をサポート
雇用を維持するための在籍型出向をサポート
社員の人材育成やキャリアアップの出向をサポート
従業員のスキルアップや研修を目的とするセミナー（有料） 株式会社 友和・保険センター

本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

あなたの町の
　　あなたのサポーターです

保険をお探しのお客様へ　お気軽にご相談ください

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
む
境
港
企
業
を
紹
介
す
る
当

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
共
和
産
業
㈱(

昭
和
町
、
大
澤
宏ひ

ろ

光み
つ

会

長)

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
境
漁
港
と
長
崎

県
の
佐
世
保
港
・
松
浦
港
を

拠
点
に
す
る
水
産
物
総
合
商

社
で
す
。
日
本
近
海
と
南
太

平
洋
で
漁
業
を
行
う
共
和
水

産
㈱(

栄
町)

の
販
売
部
門
と

共
和
冷
蔵
㈱
の
鮮
魚
冷
凍
部

門
が
統
合
し
て
１
９
７
２
年

に
創
業
し
ま
し
た
。

　
同
社
の
業
務
は
、
鮮

魚
を
買
い
付
け
て
全
国

各
地
の
市
場
や
各
取
引

先
に
出
荷
す
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
自
社
工
場

で
高
品
質
の
冷
凍
魚
を

製
造
・
販
売
し
て
い
ま

す
。

　
同
社
は
、
有
給
休
暇

の
取
得
率
が
高
く
、
さ

ら
に
妻
の
出
産
時
に
は

３
日
の
特
別
休
暇(

有

給)
を
取
得
で
き
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
対
象

に
な
っ
た
社
員
に
は
、

こ
の
制
度
を
き
ち
ん
と
伝
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
育
児
看
護
休
暇
も

有
給
の
特
別
休
暇
で
、
子
ど

も
１
人
で
５
日
、
２
人
の
場

合
は
10
日
で
す
。
さ
ら
に
、

全
社
員
が
始
業
と
終
業
の
時

刻
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
フ

レ
ッ
ク
ス
制
を
採
用
し
て
い

る
た
め
、
融
通
の
利
く
柔
軟

な
勤
務
体
制
が
特
色
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
同
社
の
業
務
部
長
は
都
田

千ち

亜あ

紀き

さ
ん
で
、
営
業
事
務

の
責
任
者
と
し
て
頼
り
に
な

る
存
在
で
す
。
ま
た
、
以
前

は
営
業
を
担
う
女
性
も
い
ま

し
た
。
現
在
は
不
在
で
す
が
、

希
望
者
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ

る
環
境
は
整
っ
て
い
ま
す
。

　
資
格
取
得
に
つ
い
て
は
、

会
社
に
と
っ
て
必
要
な
資
格

は
費
用
の
負
担
も
含
め
て
支

援
し
ま
す
。
防
災
管
理
者
、

ト
ラ
ッ
ク
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
の
免
許
な
ど
、
男
女
を
問

わ
ず
多
く
の
社
員
が
資
格
取

得
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組

み
を
担
当
す
る
総
務
部
の
足

立
真
理
子
さ
ん
は
「
男
女
隔

て
な
く
働
け
、
し
か
も
時
間

の
融
通
も
き
く
の
で
、
お
子

さ
ん
の
い
る
人
な
ど
に
ぴ
っ

た
り
の
職
場
だ
と
思
い
ま
す
。

仕
事
を
探
し
て
い
る
皆
さ
ん

は
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
42

―
６
１
７
１)

ま
で
。

ー 共和産業 ー
柔軟な働き方が特色
男女共同参画 境港企業の取り組み男女共同参画 境港企業の取り組み シリーズ 22

同社のオリジナル商品を手に
する渡邊由美代表  Ⓒ水木プロ

　
境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
買
え
る
の
か

を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
鬼
太
郎
の

里
わ
た
な
べ
㈱(

松
ヶ
枝
町
、
原
田
幸さ

ち

代よ

・
渡
邊
由
美
共
同
代

表)

の
商
品
で
す
。

　
同
社
は
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
沿
い
の
店
舗
で
、
鬼

太
郎
グ
ッ
ズ
な
ど
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
両
代
表
の

お
母
様
が
１
９
９
５
年
に

創
業
し
ま
し
た
。
当
時
は

周
辺
に
店
舗
も
少
な
く
、

販
売
し
て
い
る
商
品
も
一

般
的
な
観
光
土
産
が
多
か

っ
た
と
の
こ
と
。

　
来
店
し
た
お
客
さ
ん
に

「
せ
っ
か
く
来
た
の
だ
か
ら

鬼
太
郎
の
関
係
し
た
も
の
、

そ
れ
も
こ
こ
だ
け
の
商
品
が

欲
し
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
少
し
ず
つ
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
を
作
っ
て
販
売
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
デ
ニ
ム
バ
ッ
グ

や
ポ
ー
チ
、
タ
オ
ル
、
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

手
ぬ
ぐ
い
、
ビ
ア
グ
ラ
ス
な

ど
、
多
数
の
鬼

太
郎
グ
ッ
ズ
を

販
売
。
各
商
品

と
も
同
社
が
企

画
し
て
近
隣
の

業
者
に
製
造
を

委
託
し
、
完
成

し
た
製
品
に
水

木
し
げ
る
先
生

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
付
け
て

い
ま
す
。

　
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
で

き
る
だ
け
「
境
港
」
や
「
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」
と
い
っ

た
文
字
を
入
れ
て
こ
の
地
に

来
た
と
い
う
特
別
感
を
表
現

す
る
こ
と
で
す
。

　
同
社
の
商
品
は
、
自
社
店

舗
や
水
木
ロ
ー
ド
沿
い
に
あ

る
い
く
つ
か
の
店
舗
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
社

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ(

「
わ

た
な
べ
Ｅ
Ｃ
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
」
で
検
索)

で

も
購
入
で
き
ま
す
。

　
渡
邊
代
表
は
「
秋
の
行

楽
シ
ー
ズ
ン
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
水
木
ロ
ー
ド
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
当
店
に
も
寄
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

42
―
２
１
８
９)

へ
。

境港発商品

発見

各
種
鬼
太
郎
グ
ッ
ズ

鬼
太
郎
の
里
わ
た
な
べ

同
社
の
会
議
で
発
言
す
る
都
田
千
亜
紀
部
長（
左
）

足
跡
巡
る
山
陰
旅

観
光
ガ
イ
ド
本
を
境
港
で
も
販
売
境港観光協会

小
泉
八
雲
と

セ
ツ
夫
妻

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
ば
け
ば
け
」
が
ス
タ

ー
ト
し
て
約
２
カ
月
が
経
ち

ま
し
た
。

　
小
豆
洗
い
や
ぬ
ら
り
ひ
ょ

ん
な
ど
、
私
た
ち
境
港
市
民

に
は
馴
染
み
の
あ
る
妖
怪
た

ち
の
名
前
も
登
場
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
放
送
で
は
小
泉

八
雲
と
水
木
し
げ
る
先
生
が

同
じ
地
域
で
生
活
し
、
怪
談

や
妖
怪
に
興
味
を
持
っ
た
共

通
点
の
よ
う
な
も
の
も
表
現

さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
び
、
こ
う
し
た
共

通
点
も
踏
ま
え
、
八
雲
と
セ

ツ
夫
妻
が
実
際
に
訪
れ
た
山

陰
の
各
地
を
土
偶
女
子
と
し

て
も
知
ら
れ
る
譽こ

ん

田だ

亜あ

紀き

子こ

さ
ん
が
実
際
に
巡
り
、
旅
行

記
風
に
ま
と
め
た
１
冊
の
観

光
ガ
イ
ド
本
「
八
雲
と
セ
ツ

を
追
い
か
け
て 

神
様
と
妖

怪
に
出
会
う
旅(

中
央
公
論

社
刊
、
税
込
み

１
８
１
５
円)

が
完
成
し
ま
し

た
。

　
小
泉
夫
妻
の

暮
ら
し
た
松
江

は
も
と
よ
り
、

出
雲
や
水
木
し

げ
る
先
生
の
育
っ
た
境
港
、

そ
し
て
小
泉
夫
妻
の
新
婚
旅

行
の
地
で
あ
る
琴
浦
ま
で
、

２
人
の
足
跡
を
辿
り
な
が
ら

山
陰
各
地
を
紹
介
す
る
こ
れ

ま
で
に
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

タ
イ
プ
の
観
光
ガ
イ
ド
本
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　(

一
社)

境
港
観
光
協
会
の

担
当
者
は
「
ド
ラ
マ
の
効
果

を
島
根
県
と
松
江
だ
け
で
な

く
、
境
港
や
鳥
取
県
内
各
地

に
も
広
げ
る
た
め
、
こ
の
書

籍
を
境
港
観
光
案
内
所
や
当

協
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
で
も
取

り
扱
い
ま
す
。
こ
の
本
を
持

っ
て
山
陰
各
地
を
巡
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す

　
詳
し
く
は
、
同
観
光
協
会

(

☎
47
―
３
８
８
０)

へ
。

　
介
護
医
療
院
な
で
し
こ
境

港(

米
川
町
、
済
生
会
境
港

総
合
病
院
内)

は
、
12
月
17

日
に
自
宅
で
介
護
を
し
て
い

る
人
や
介
護
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
経
管

栄
養
っ
て
な
に
？
」
で
す
。

ど
の
よ
う
な
人
が
経
管
栄
養

の
対
象
と
な
る
の
か
、
経
管

栄
養
の
種
類(

経
鼻
栄
養
、胃い

瘻ろ
う

、
腸ち

ょ
う

瘻ろ
う)

や
栄
養
剤
を
実

際
に
見
て
も
ら
い
な
が
ら
説

明
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は

介
護
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

　
同
医
療
院
の
担
当
者
は

「
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で

す
の
で
、
介
護
に
関
す
る
こ

と
、
ご
自
身
の
体
の
こ
と
な

ど
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
同
教
室
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
12
月
17
日
㈬
　
午
後

２
時
～
３
時
30
分

講
師
　
島
田
加
代
子
氏(

済

生
会
境
港
総
合
病
院 

管
理

栄
養
士)

場
所
　
介
護
医
療
院
な
で
し

こ
境
港(

済
生
会
境
港
総
合

病
院
内
２
階)

参
加
費
　
無
料

　
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
同
医
療
院(

☎
42
―

５
８
０
１)

ま
で
。

テーマは「経管栄養ってなに？｣

介護医療院なでしこ境港

12月17日 なでしこ介護教室

「八雲とセツを追いかけて」
を紹介する同協会スタッフ
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電話 0859－42－3817　Fax 0859－42－2431
営）17：30～22：30（Lo22：00）　お昼は予約のみ応相談
＊営業日、空席状況はHPのカレンダーをご覧ください！

コース料理、松葉ガニ料理、ベニズワイガニ料理、一品 山陰地方ならではの郷土料理山陰地方ならではの郷土料理
ふる里の味

「いただき」「いただき」

有限会社こめや産業
〒684－0071 鳥取県境港市外江町3175－4
 TEL 0859－42－6620
 FAX 0859－44－0277
 http://komeya-sangyo.com/

全国発送承り中!
いただき(ののこめし)・大山おこわが
文化庁100年フードに認定されました。

おせち料理もあります。詳しく
は11月16日㈰の日本海新聞
の折込チラシをご覧ください。
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境
み
な
と
寄
席

林
家
た
い
平
師
匠
ら
出
演

11
月
30
日

境港FISH
大　　 使

　

境
港
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ(

松
本
善よ

し

文ふ
み

会
長)

は
11
月
30
日
、

恒
例
の
境
み
な
と
寄
席
を
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(

み
な

と
テ
ラ
ス
、
上
道
町)
で
開
催
し
ま
す
。

境
み
な
と
寄
席
に
出
演
す
る
林
家
た
い
平
師
匠（
写
真
右
上
）ら

　
こ
と
し
で
29
回
目
の
開
催

と
な
る
同
寄
席
。「
よ
う
こ

そ
来
て
ご
し
な
っ
た 

笑
い

の
故く

郷に

へ
」「
が
い
に
笑
っ

て 

明
日
も
マ
メ
に
‼
」
が

合
言
葉
で
す
。

　
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ(

Ｆ
Ｉ

Ｓ
Ｈ)
大
使
の
林
家
た
い
平

　
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日

ま
で
は「
犯
罪
被
害
者
週
間
」

で
す
。
警
察
は
こ
の
週
間
に
、

犯
罪
被
害
者
な
ど
の
皆
さ
ん

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
名

誉
、
生
活
の
平
穏
に
対
す
る

配
慮
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い

て
、
市
民
に
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

①②

③④

　

昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
水
木
し
げ

る
記
念
館
を
同
館
の
学
芸
員
が
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
の
執
筆
者
は
坂
本
茜あ

か
ね

さ
ん
で
す
。

　
11
月
30
日
㈰
は
、
水
木
し

げ
る
先
生
の
命
日
「
ゲ
ゲ
ゲ

忌
」
で
す
。
水
木
し
げ
る
記

念
館
で
は
、
こ
と
し
も
水
木

先
生
へ
の
追
悼
と
感
謝
を
込

め
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
二
つ
開

催
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
ハ
ガ
キ
で
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
で
す
。

　
11
月
1
日
㈯
か
ら
23
日
㈰

ま
で
の
期
間
、
皆
さ
ん
か
ら

水
木
先
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
募
集
し
ま
す
。
お
送
り
い

た
だ
い
た
ハ
ガ
キ
は
、
水
木

し
げ
る
記
念
館
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
で
掲
示
し
ま
す
。
水
木
先

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
イ
ラ

ス
ト
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　
二
つ
目
は
、
Ｘ(

旧
Ｔ
ｗ

ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ)

で
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。

　
水
木
し
げ
る
記
念
館
の
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト(

「
水
木
し

げ
る
記
念

館
」で
検
索)

を
フ
ォ
ロ
ー

し
て
、
対
象

ポ
ス
ト
を
リ

ポ
ス
ト
し
た

皆
さ
ん
の
中

か
ら
抽
選
で

５
名
様
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ

ッ
ズ
「
水
木
さ
ん
の
カ
レ
ン

ダ
ー
２
０
２
６
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
水
木
作
品
の

魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た

1
冊
で
す
。

　
詳
細
は
、
水
木
し
げ
る
記

常設展示第１章 水木しげる先生
と口裂け女　　　　  Ⓒ水木プロ

学芸員が紹介

水木しげる記念館パート15
ゲゲゲ忌にイベントを開催

念
館
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

「
水
木
し
げ
る
記
念
館
」

で
検
索)

で
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

師
匠
を
始
め
、
強
力
な
布
陣

で
皆
さ
ん
を
笑
い
の
渦
に
巻

き
込
み
ま
す
。

　
同
寄
席
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
30
日
㈰
▽
開
場

＝
午
前
12
時
30
分
▽
開
演
＝

午
後
１
時
30
分

場
所
　
み
な
と
テ
ラ
ス
・
市

民
ホ
ー
ル

出
演
者(

敬
称
略)

　
▽
林
家

た
い
平(

写
真
①
、
落
語)

▽

三
遊
亭
好こ

う

楽ら
く(

写
真
②
、
落

語)

▽
林
家
あ
ず
み(

写
真
③
、

三
味
線
漫
談)

▽
三
遊
亭
好こ

う

好こ
う(

写
真
④
、
落
語)

入
場
料
　
▽
前
売
り
券
＝
３

０
０
０
円(

税
込)

▽
当
日
券

＝
３
５
０
０
円(

税
込)

チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
境
港
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局(

上

道
町)

　
境
み
な
と
寄
席
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
同
事
務
局(

☎
44

―
５
４
７
７)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報・啓発
活動を展開

犯罪被害者週間
ー 境港警察署 ー

11月25日から

　
警
察
で
行
っ
て
い
る
犯
罪

被
害
者
な
ど
の
皆
さ
ん
へ
の

主
な
公
費
支
出
制
度
は
▽
身

体
犯
被
害
者
・
性
犯
罪
被
害

者
の
医
療
費
▽
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
費
用
▽
精
神
科
等
受
診

費
用
▽
住
宅
復
旧
費
用
▽
緊

急
避
難
場
所
の
宿
泊
費
用
―

が
あ
り
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
皆
さ

ん
に
対
す
る
相
談
窓
口
は
、

警
察
総
合
相
談
電
話(

♯
９

１
１
０
、
ま
た
は
☎
０
８
５

７
―
27
―
９
１
１
０)

、
性

犯
罪
１
１
０
番(

♯
８
１
０

３
、
ハ
ー
ト
さ
ん)

で
す
。

　
ま
た
、
警
察
の
ほ
か
に
も

鳥
取
県
犯
罪
被
害
者
総
合
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

☎
０
１

２
０
―
０
０
―
０
３
２
５)

、 (

公
社)

と
っ
と
り
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー(

☎
０
１
２

０
―
４
３
―
０
８
７
４)

、

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
と
っ
と
り(

☎
０
１
２
０

―
９
４
６
―
３
２
８)

が
相

談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

ま
で
。

11月５日㈬ 午前　　　精神科医

11月13日㈭ 　　　午後 産業医

11月18日㈫ 午前・午後 産業医

11月20日㈭ 　　　午後 産業医

11月27日㈭ 午前・午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健
康や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

11月の相談日

市
内
人
気
店
と
コ
ラ
ボ
開
始

み
な
と
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
境港観光協会

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
内

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
店

　
昨
年
、
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

(

竹
内
団
地)

内
に
オ
ー
プ

ン
し
た(

一
社)

境
港
観
光

協
会
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
店

・
み
な
と
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
は
こ
の

た
び
、
境
港
市
内
や
周
辺
の

人
気
店
舗
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
企
画
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
と
し
９
月
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
企
画
は
こ
れ
ま
で
、

は
ま
ゆ
う(

大
正
町)

の
ド

ー
ナ
ツ
、
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｐ 

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ(

ベ

イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ハ
ナ
コ
コ
、

上
道
町)

の
マ
フ
ィ
ン
、
小

さ
な
ベ
ー
グ
ル
屋
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ

ｃ
ｏ(

ト
リ
コ
、
竹
内
町)

の

ベ
ー
グ
ル
な
ど
と
コ
ラ
ボ
し

て
い
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
と
の
コ

ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
や
各

店
自
慢
の
商
品
を
販
売
。
時

に
は
、
開
店
前
に
行
列
が
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
同
観
光
協
会
は
、
こ
の
企

画
を
主
に
閑
散
期
の
夢
み
な

と
タ
ワ
ー
へ
の
集
客
を
目
指

し
て
開
始
。
観
光
客
の
み
な

ら
ず
、
地
元
の
人
た
ち
に
も

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
の
利
用
を

増
や
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
の
人
気
店
を

広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

各
店
の
収
益
が
増
加
し
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
れ
ば
と
い
う
期
待
も

あ
り
ま
す
。

　
同
観
光
協
会
は
今
後
も
、

み
な
と
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
と
境
港
市

内
や
周
辺
の
人
気
店
、
施
設

な
ど
と
の
コ
ラ
ボ
を
続
け
て

い
く
予
定
。
希
望
す
る
店
舗

を
募
集
中
で
す
。
ま
た
、
周

辺
地
域
や
施
設
と
の
連
携
で

地
元
の
野
菜
や
特
産
品
の
販

売
も
行
う
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
観
光
協
会

(

☎
47
―
３
８
８
０)

へ
。

6
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青色申告会

青色申告会の元気企業

相続関係業務に注力

　
Ｗ

わ

せ

い

ａ
Ｓ
ａ
ｙ
法
律
事
務
所

の
代
表
で
あ
る
魚
谷
和
世
さ

ん
は
大
阪
で
弁
護
士
と
し
て

活
躍
後
、
出
身
地
の
境
港
に

Ｕ
タ
ー
ン
。
２
０
２
３
年
１

月
か
ら
業
務
を
開
始
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
と
し
８
月
に

移
転
し
た
と
い
う
こ
と
で
事

務
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
内
浜
産
業
道
路(

市
役
所

前
通
り)

片
側
２
車
線
の
通

り
に
面
し
た
広
い
駐
車
場
の

奥
に
新
築
事
務
所
が
建
っ
て

い
ま
す
。

　
入
口
の
看
板
と
事
務
所
の

外
壁
に
は
「
Ｗ
ａ
Ｓ
ａ
ｙ
法

律
事
務
所
」
と
「
相
続
手
続

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
あ
か
し

あ
」
と
大
き
く
二
つ
の
表
示

が
あ
り
、
玄
関
横
に
は
郵
便

受
け
と
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
い

ま
ど
き
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
は
必

須
だ
な
」
と
思
い
な
が
ら
事

務
所
の
中
へ
。

　
早
速
、
二
つ
の
表
示
に
つ

い
て
尋
ね
る
と
「
こ
れ
か
ら

は
相
続
関
係
業
務
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
こ

と
で
「
あ
か
し
あ
」
と
「
法

律
事
務
所
」
の
二
つ
の
体
制

を
整
え
た
と
の
こ
と
。

　「
あ
か
し
あ
」
で
は
相
続

に
関
す
る
各
種
手
続
き
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、
交
渉
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
に
は
「
法

律
事
務
所
」
で
対
応
し
ま
す
。

一
つ
の
事
務
所
の
中
で
二
種

類
の
業
務
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
行
う
こ
と
で
、
依
頼
者
の

利
便
性
が
高
ま
り
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
な
の
で
料
金
を
安
く

で
き
る
利
点
も
あ
る
そ
う
で

す
。

　
相
続
以
外
で
は
魚
谷
さ
ん

が
女
性
だ
か
ら
な
の
か
、
女

性
か
ら
の
相
談
が
多
い
離
婚

問
題
や
債
務
整
理
な
ど
、
ま

た
中
小
企
業
の
法
務
で
は
労

務
対
応
、
就
業
規
則
、
契
約

書
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
業
務
が

あ
り
ま
す
。

境港青色申告会  青色ひろば

36協定の締結と届け出が必須条件

　労働時間について労働基準法では▷１日については、
休憩時間を除き８時間を超えて、労働させてはならな
い▷１週間については、休憩時間を除き40時間を超え
て、労働させてはならない－と、定められています(法
定労働時間と言います)。
　もし、その時間を超えて働いてもらったらどうなる
のでしょうか。それは時間外労働となり、割増賃金支
払義務が生じます。さらに、法律違反となり罰則(6カ
月以下の懲役、または30万円以下の罰金)の対象にな
ります。割増賃金支払義務は分かりますが、罰則は厳
しいように思われます。
　日本の会社の大半には残業があり、１日８時間を超
えて労働している従業員も多くいます。そこで登場す
るのが36協定です。
　36協定とは「時間外・休日労働に関する協定届(労
使協定)」のことを言います。労働基準法第36条に記
載されているため、36(サブロク)協定と呼ばれていま
す。
　36協定を届け出ることで、その協定で定めた範囲で
労働時間を延長し、または休日に働いてもらうことが
できます。つまり、「法違反となり罰則」が解除され
ることになります(免罰効果)。ただし、割増賃金支払
義務は解除されません。
　労働基準法は１日の実働８時間制、１週40時間体制
が原則ですが、労働者の団体意思による同意を条件と
して例外を認めているわけです。使用者は、労使協定
の締結・届出という手続きを踏むことで、法定労働時
間を超えて、または休日に働いてもらっても、刑罰が
科されることはありません。ただし、労働時間の上限
があります。
　36協定の効力は、締結しただけでは発生せず、労働
基準監督署に届出をしたときに発生します。法定労働
時間を超えて労働する、または法定休日に労働をする
可能性がある場合は、必ず締結と届出が必要になりま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

確
定
申
告
前
に
個
別
相
談
会

青
申
会
だ
よ
り

　
早
め
に
相
談
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
規
則
や
契
約
の
見

直
し
で
問
題
が
起
こ
ら
な
い
、

大
き
く
な
ら
な
い
対
応
を
し

て
い
ま
す
。
日
々
の
企
業
活

動
の
中
に
ト
ラ
ブ
ル
の
種
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
、

紛
争
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

顧
問
弁
護
士
を
活
用
し
て
日

頃
か
ら
相
談
し
や
す
い
環
境

を
作
る
の
も
お
勧
め
で
す
。

　
現
在
、
魚
谷
さ
ん
は
境
港

　
大
阪
・
関
西
万
博
が
こ
と

し
４
月
13
日
か
ら
10
月
13
日

ま
で
、
半
年
間
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
、
国
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
開

催
期
間
中
に
従
業
員
さ
ん
の

慰
安
旅
行
を
兼
ね
て
見
学
に

行
か
れ
た
事
業
所
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
事
業
主
が
旅
行
、
会
食
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
従
業
員
の
慰
安
な
ど
の
た

め
に
支
出
し
た
費
用
の
取
り

扱
い
は
社
会
通
念
上
、
通
常

必
要
と
さ
れ
る
部
分
は
必
要

経
費(

福
利
厚
生
費)

と
し
て

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
日
程
の
都
合
が

つ
か
ず
、
旅
行
に
参
加
し
な

か
っ
た
従
業
員
に
対
し
て
現

金
を
支
給
す
る
よ
う
な
場
合

は
支
給
さ
れ
た
従
業
員
の
み

な
ら
ず
、
参
加
し
た
従
業
員

の
皆
さ
ん
に
対
し
て
も
給
与

課
税
対
象
と
な
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
　
　
　
　
M

　
こ
の
夏
は
、
記
録
的
猛
暑

と
記
録
的
短
時
間
大
雨
の

ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
テ
レ
ビ
で

【事業所のあらまし】
事業所名	 WaSay法律事務所
代 表 者	 魚谷 和世（うおたに・かずよ）
所 在 地	 境港市上道町465-1
事業内容	 法律事務所
営業時間	 9：00～18：00
定 休 日	 土・日曜日、祝日
T E L	 0859-42-6177
F A X	 0859-42-6178
U R L	 https://law-wasay.com/

ー WaSay法律事務所 ー

市
の
顧
問
弁
護
士
も
務
め
て

い
ま
す
。
境
港
市
内
で
唯
一

の
法
律
事
務
所
と
し
て
大
い

に
市
民
の
頼
り
に
な
る
存
在

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
問
題
が
起
き
る
前
の
方
が

解
決
し
や
す
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
心
配
ご
と
、
悩
み
ご

と
、
気
に
か
か
る
こ
と
な
ど

が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
Ｗ
ａ
Ｓ

ａ
ｙ
法
律
事
務
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
H

北

WaSay法律事務所

←市役所←市役所

ファミリー
マート
●

●
米子信用金庫
境港支店

●
米子信用金庫
境港支店

●
ダイソー境港店

●
ダイソー境港店

時間外・休日労働の基礎知識

早めの相談を勧める魚谷和世弁護士

放
送
さ
れ
、
日
本
各
地
が
大

変
な
状
況
で
し
た
。
心
配
し

た
り
、
不
安
な
気
持
ち
に

な
っ
た
皆
さ
ん
も
多
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
10
月
９

日
に
は
岡
山
市
で
青
色
申
告

会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開

催
さ
れ
、
当
青
色
申
告
会
か

ら
も
４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
11
月
に
な
る
と
、
そ
ろ
そ

ろ
年
末
調
整
の
準
備
、
あ
る

い
は
確
定
申
告
に
向
け
て
帳

簿
の
整
理
な
ど
、
慌
た
だ
し

く
な
り
ま
す
。

　
年
末
調
整
は
昨
年
と
比
べ

て
変
わ
っ
た
点
が
あ
る
よ
う

で
す
。
説
明
会
や
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。
ま
た
、
今
年

度
も
税
務
個
別
相
談
会
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
色
々
な
お
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
　
I

福利厚生費

税務・会計
一口メモ



不動産を 売る買う貸す借りるとき、おまかせ下さい。不動産を 売る買う貸す借りるとき、おまかせ下さい。

〒684－0032  鳥取県境港市元町4番地 44－4011☎
（0859）
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Click

物件情報公開中 !

S A N SU Y

鳥取県知事（12）第599号
賃貸住宅管理業者：国土交通大臣（１）7054号 鳥取県宅地建物取引業協会会員／全国宅地建物取引業保証協会会員

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
マ
メ
ハ
チ(

上
道
町)

が
販

売
し
て
い
る
ネ
パ
ー
ル
紅
茶

シ
ー
ズ
ン
セ
ッ
ト
は
、
三
つ

の
季
節
の
味
が
楽
し
め
ま
す
。

さ
て
、
そ
れ
は
ど
の
季
節
で

し
ょ
う
か
」
と
言
う
も
の
で
、

正
解
は
③
の
「
春
・
夏
・
秋
」

で
し
た
。

当
選
者(
敬
称
略)

　
▽
中
山

　
境
港
商
工
会
議
所
は
10
月

13
日
、
第
34
回
「
会
員
親
睦

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
航

空
自
衛
隊
美
保
基
地
グ
ラ
ウ

ン
ド(

小
篠
津
町)

で
開
催

し
ま
し
た
。
同
大
会
は
参
加

し
た
５
チ
ー
ム
が
予
選
リ
ー

グ
を
総
当
た
り
で
行
い
、
勝

良
子(

清
水
町)

▽
松
本
椿

(

渡
町)

▽
景
山
安
夫(

中
野

町)

▽
山
本
千
佳
子(

本
町)

▽
岩
佐
努(

上
道
町)

賞
品
　
ネ
パ
ー
ル
紅
茶
シ
ー

ズ
ン
セ
ッ
ト

ス
ポ
ン
サ
ー
　
マ
メ
ハ
チ

(

上
道
町)

 

国
際
交
流
の
日

 

～
ベ
ト
ナ
ム
を
知
ろ
う
！
～

　
こ
の
日
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
が
入
館
無
料
で
す
。
午

前
10
時
30
分
か
ら
と
午
後
１

時
か
ら
の
２
回
、
ベ
ト
ナ
ム

料
理
バ
イ
ン
ミ
ー
の
無
料
ふ

る
ま
い(

各
回
先
着
１
０
０

名
様
ず
つ)

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
販
売

や
民
族
衣
装
体
験
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
楽
し
め
ま

す
。

ち
抜
い
た
２
チ
ー
ム
で
決
勝

戦
を
実
施
。
優
勝
し
た
の
は
、

Ｎ
Ｘ
境
港
海
陸
㈱
チ
ー
ム
で
、

５
回
連
続
10
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
準
優
勝
は
三
光
㈱
チ

ー
ム
で
、
３
位
は
㈱
ウ
ミ
ラ

イ
チ
ー
ム
で
し
た
。
最
優
秀

選
手
賞
に
輝
い
た
の
は
Ｎ
Ｘ

ペ
ン
を
置
い
て

正解と当選者

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

境
港
海
陸
の
春
名
雄
太
選
手

で
、
優
秀
選
手
賞
は
三
光
の

瀬
田
快
沙
選
手
と
ウ
ミ
ラ
イ

の
井
上
将
司
選
手
が
受
賞
し

ま
し
た
。
晴
天
の
中
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た
皆
さ
ん
か
ら

元
気
を
も
ら
え
た
１
日
で
し

た
。

日
時
　
11
月
16
日
㈰
　
午
前

９
時
～
午
後
５
時(

最
終
入

場
時
間
＝
午
後
４
時
30
分)

　
詳
細
は
、
夢
み
な
と
タ
ワ

ー
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
夢

み
な
と
タ
ワ
ー
」
で
検
索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
い
合

わ
せ
は
、
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

(

☎
47
―
３
８
０
０)

ま
で
。

Ⓒ水木プロ

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　鬼太郎の里わたなべ㈱(境港市松ヶ枝町)

11月10日㈪(当日消印有効)

水木しげるロードで鬼太郎グッズなどを販売
している鬼太郎の里わたなべ㈱(松ヶ枝町)の
創業は、いつでしょうか。(ヒントは５ページ)

① １９９５年
② ２００５年
③ ２０１５年

賞品  「一反もめんタオル」
　 　 　 　 　 　 　３名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…コロナ禍を機に健康について真剣に
考えるようになりました。わが国の平均寿命は延びてい
ますが、大事なのは健康寿命です。健康寿命を延ばすた
めにはどうしたら良いのかを調べていくうちに、親族が
長年にわたり菌の研究をしていることを思い出し、勉強
させてもらうことになりました。そして腸内細菌と美肌
菌に興味を持ち、事業をするなら「健康で美しく長生き」
のお手伝いをしたいと思い創業しました。
○おすすめポイントは？…腸活などの菌活は、言うのは
簡単ですが、地道な継続が必要です。けれども、何歳か
らでも始めることができます。腸を整えることは、体調
はもちろん、メンタルやスポーツのパフォーマンスの向
上にも関わりがあると言われています。乳酸菌飲料は、
いま話題の菌の代謝物(ポストバイオティクス)を効率よ
く体内に取り入れることのできる液体サプリメントです。
乳酸菌・ビフィズス菌と国産の有機大豆を培養していま
すので、安心して飲んでいただけます。美肌菌コスメは、
固形ソープと液体美容液を取り扱っています。アルコー
ルフリーでお肌にやさしい成分でつくられた商品です。
肌荒れが気になる人から赤ちゃんやお年寄りまで幅広い
皆さんにご利用いただいています。自分の腸内に何種類
の菌があるのか、どのような食べ物を摂

と

れば良いかなど
を専門の研究機関がデータ分析する菌叢

そう

解析サービスも
行っています。注目の長寿菌の有無も調べることができ
ますよ。
○一言PR・意気込み…対面でお一人一人に話を聞きなが
ら対応するため、現在はネット販売などをしていません。
健康で美しく長生きをしたいのは皆さん共通の願いです。
「菌活」から美と健康づくりをはじめてみませんか。気
軽にお問い合わせください。

【事業所のあらまし】
代 表 者	 本多恭子(ほんだ・きょうこ)
Ｔ Ｅ Ｌ	 080-3364-0832
メ ー ル	 pluspartner2024@gmail.com
営 業 日	 電話、または電子メールで
	 お問い合わせください
事業内容	 乳酸菌飲料・美肌菌コスメの
	 販売など

肌にやさしい固形ソープ

次世代の液体サプリメント

㈱Ｐｌｕｓパートナー
（プラスパートナー）

菌叢解析キットは自宅にお届けします
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